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メチレンブルーなどのブルー色素がパルスオキシメー

タ酸素飽度(Sp02)を変動させることは既に指摘れてい

る。しかしPBによる彫響を多数の臨床例で検討した報

告は見当らない。そこで乳鏑患者において、 PB役与後

の Sp02、ヘモグロビン、 Hb分画%の変化を鶴ペ、その

原因を検討した。

(対象と方法)帝京大学附属溝口痢院で手衡を受けた

事L癌患者 34名を対象とした。爺静灘入と気管掃管を行

ない、全身廃齢(セポフルラン、亙酸化窒索、酸素)下に

調節換気とし複気量、後気回数、吸気酸素濠度(40%)

を一定にした。 29名に5%PBを、 5名にはl%PBを使用

した。各々の液lま腫婦の駿寓側の皮下に計 3ml注入し

た。 34名で Sp02Iまセンサーを指尖に装着し、手術室入

室から退室までの5分毎に記録した。動脈血ガスlま 14

名で動脈に 22Gカテーテルを挿入し測定した。Hb分画

lま3名で2台のCOオキシメータ(ABL625とABL725)で

測定し、値を比較した。

(結果)5IPB欝の平均年舗は 52土13館、島長 151土

21cm、体霊Iま54土6kg、手術時間 234土56分であった。

11PB幹のこれらの値も年齢がやや高い以外lま一放して

いた。Sp02が2覧低下し!始めた時間lま51PBIl下注後の

20分後で、量低 Sp02に到達する時聞は 50土26分後

であったoSp02の最大低下康Iま0-91で、低下の平均

値Iま4.7土2.1首であった。 1覧PB3mlの皮下注入では、

Sp02の低下lま1.3z0.鴎と小さかったoSp02が 92-

97覧のときの勘.血ガス(Pa02)はすべての症例で 91-

198mmHgといずれも高値であり、平均 Sp02が94.7誌の

とき Pa02は 156mmHgであり低酸素血症は全〈見られ

なかった。PB注入後の MetHb値IまABL625で測定した

とき O.叫から 2.2z0.附増加した。ABL725での測定値

lま0.6土0.3覧から変化がなかった。COHbIま1.1土0.2首か
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らO協に低下した。Pa02は158mmHgであったが、酸化ヘ

モグロピンも低下した。MetHbなどの変化IまSp02低下と

岡織に長時間持続した。

{考調書〉前萌リンパ.の倹策には、周囲の筋肉が赤色、

脂肪が黄色である事から、リンパ管やリンパ節の判別が

しやすいように、フル一色素が使われる事が多い。Sp02

lま660nmと940nmの光りが組.や動脈血で吸収され、

その吸光度の比から計算される。 PBの量大吸光度Iま

640nmで、940nmの吸光度lまOでありSp02の稼色光/

赤外光(=660nm/940nm)の吸光度比を大き〈する。し

たがって Pa02がたか〈ても PBIまSp02の畿みを低〈表

示する。ABL625rま6波長分析(535、560、577、622、

636、670)であり、 PBIまABL625の622nm、636nmの吸

光度を大き〈増加させ、 535nm、560nmの吸光度の変化

が小さい事から MetHbを撮って猶却させる。 (Larsen.

1995) 

ABL725ha 126波長の分析暑で PBとMetHb吸光度を

区別でき、 MetHbの治加は晃られなかった。この鎗果lま

PBがMetHbを生成していない事を示している。

(舗毎〉

5%PB使用後の Sp02rま信額性がな〈、酸素化lまPa02

によって評価する必要がある。 PBは赤色光の吸光度加

させることで Sp02を低値に表示し ABL625のH凶も変

動させた。 1覧PBrまSp02低下度が小さ〈、廃除管理上Iま

好ましいといえる.




